
［成果情報名］カスミカメ 2 種による斑点米被害リスクは水稲品種に関わらず割れ籾率によって評価できる 

［要約］ カスミカメ 2種による斑点米被害は、水稲品種に関係なく割れ籾率が高くなると増加し、2種

間の加害能力に違いが認められない。このため、気象条件や害虫密度が同程度であれば、水稲品種や

加害するカスミカメ種に関わらず、割れ籾率から斑点米被害発生リスクを相対的に評価できる。 
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［背景・ねらい］ 

斑点米カメムシによる被害は割れ籾率によって変化し、割れ籾は斑点米被害に影響する主要因とし

て知られる。気象条件によって割れ籾率は変化するが、籾の割れやすさも品種によって違うため、斑

点米被害が発生するリスクは品種ごとに異なる。割れ籾率を使って斑点米被害リスクを評価できれば、

品種ごとの殺虫剤散布回数を設定するための有力な指標となるが、多数の品種を扱った割れ籾率と斑

点米被害の関係は過去に検討されていない。そこで水稲の主要害虫であるカスミカメ 2種（アカスジ

カスミカメとアカヒゲホソミドリカスミカメ）について、室内で成虫の放飼実験を行い、品種に関係

なく斑点米被害と割れ籾率に関連があるかどうか検討した。 

［成果の内容・特徴］ 

１．関東、北陸、東北地域で栽培される 8品種（「コシヒカリ」、「ひとめぼれ」、「あきたこま

ち」、「はえぬき」、「つがるロマン」、「ササニシキ」、「むつほまれ」、「ゆめあかり」）

を温室内でポット栽培し、袋掛けしたイネの穂に雄雌 1対の成虫を放飼して 3日間加害させた場

合、斑点米率に対して割れ籾率と害虫種、その交互作用を解析すると、割れ籾率のみが斑点米率

に影響する（表 1、図 1）。 

２．上記最適モデルでカスミカメ種の影響は検出されない（表 1）ことから、カスミカメ 2種の成虫

は同程度の加害能力を持つことが示唆される。 

３．斑点米被害のうち、頂部被害は割れ籾率と関係ない（表 1、図 1）。 

４．本研究で扱った 8品種について、品種に関わらず割れ籾率が高くなるにつれてカスミカメ 2種に

よる全斑点米被害・側部斑点米被害発生リスクは高まる（図 1）。 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本成果は特定の温度条件でポット栽培したイネを用い、害虫密度を一定とした室内試験の結果で

あり、野外条件での被害は気象条件や害虫密度によって変動する。 

２．野外においてアカスジカスミカメは主に成虫が水田に侵入して玄米を加害するのに対し、アカヒ

ゲホソミドリカスミカメは侵入した成虫と（次世代の）幼虫が加害する。本研究では成虫の被害の

みを調査したため、アカヒゲホソミドリカスミカメによる被害は過大評価になる可能性がある。 

３．本成果より、地域で栽培されている品種について割れ籾率を調査し、斑点米率を推定できること

から、斑点米被害リスクを評価する際に活用できる。また、アカスジカスミカメが加害種の場合、

斑点米被害リスク評価から殺虫剤散布回数を設定するための指標としての活用が期待できる。 

４．カスミカメ 2種の成虫において割れ籾率と斑点米被害に違いが認められなかったため、加害する

カスミカメ種が異なる地域、もしくはカスミカメ 2種が混発する地域の間でも被害発生リスクを比

較できる。 



 

 

［具体的データ］ 

表 1 斑点米被害（（a）全斑点米被害, （b）頂部斑点米被害, （c）側部斑点米被害）に影響する

説明変数にカスミカメ種, 割れ籾率 1と交互作用を検討した一般線形混合モデルの結果 2,3,4,  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（田渕研） 
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1 角変換した値を用いた 
2 修正済み赤池情報量基準による最適モデルを示した 
3 （b）頂部加害については最適モデルにどの説明変数も選択されなかったため記述していない 
4 イネ品種と試験区（斑点米発生条件）は変量効果とした 

図 1 水稲 8 品種の割れ籾率と斑点米率との関係. （a）全斑点米被害率, （b）頂部斑

点米被害率, （c）側部斑点米被害率. 割れ籾率と斑点米率は角変換した値. 斑点米率はカスミ

カメ 2 種のデータ. 割れ籾の高発生条件では、割れ籾を誘発するために減数分裂期から出穂直前まで

ポット栽培したイネを 20℃一定で低温処理し、低発生条件では同時期に外気温＋2℃で高温処理した.  

応答変数 説明変数 DF 尤度比カイ p値 条件付き
二乗統計量 RGLMM

2

(a) 全斑点米被害 割れ籾率 1 23.86 < 0.001 0.74
(c) 側部斑点米被害 割れ籾率 1 20.33 < 0.001 0.84

0

10

20

30

40

0 20 40 60 80

0

10

30

40

0 20 40 60 80

20

0

10

20

30

40

0 20 40 60 80

品種名
コシヒカリ
ひとめぼれ
あきたこまち
はえぬき
つがるロマン
ササニシキ
むつほまれ
ゆめあかり

割れ籾
発生条件

割れ籾率（角変換値: 度）

（a）全被害

（b）頂部被害 （c）側部被害

斑
点
米
率
（
角
変
換
値: 
度
）

低高


